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(57)【要約】
　本発明は、高密度ポリエチレン組成物、その製造方法、それから製造される物品、およ
びそのような物品の製造方法である。本発明の高密度ポリエチレン組成物は、第一成分、
第二成分および第三成分を含む。第一成分は、０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範
囲の密度を有する高密度ポリエチレンポリマーである。第二成分は、ポリエチレングリコ
ールであり、第三成分は、３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオン酸オクタデシルである。本発明の高密度ポリエチレン組成物は、ＡＳＴＭ　Ｄ－
６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有する。
本発明の高密度ポリエチレン組成物を製造するためのプロセスは、以下の段階を含む：（
１）０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンポリ
マーである第一成分を供給する段階；（２）ポリエチレングリコールである第二成分を供
給する段階；（３）３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオ
ン酸オクタデシルである第三成分を供給する段階；（４）前記第二および第三成分を前記
第一成分にブレンドし、それによってブレンドを作る段階；（５）前記ブレンドをペレッ
ト化する段階；および（６）それによって、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で
０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有する前記高密度ポリエチレン組成物
のペレットを作る段階。本発明の物品は、上記の本発明の高密度ポリエチレン組成物を含
む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンである
第一成分；
　ポリエチレングリコールである第二成分と；
　３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシル
である第三成分と；
を含む、高密度ポリエチレン組成物であって、
　ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色
度指数を有する高密度ポリエチレン組成物。
【請求項２】
　ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で１０時間の促進老化で約－２．５未満の黄
色度指数を有する、請求項１に記載の高密度ポリエチレン組成物。
【請求項３】
　ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で２０時間の促進老化で約－２．５未満の黄
色度指数を有する、請求項１に記載の高密度ポリエチレン組成物。
【請求項４】
　ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で３０時間の促進老化で約－２．５未満の黄
色度指数を有する、請求項１に記載の高密度ポリエチレン組成物。
【請求項５】
　１００℃で０時間の促進老化と１００℃で２時間の促進老化の間での黄色度指数が、（
０．１８Ｘ－４．９４）未満であるか、（０．１８Ｘ－４．９４）であり、前記式中のＸ
が、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従ってオーブン内で１００℃での促進老化時間の数または
分数である、請求項１に記載の高密度ポリエチレン組成物。
【請求項６】
　ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－４未満の黄色度指
数を有する、請求項１に記載の高密度ポリエチレン組成物。
【請求項７】
　ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で－４から－６の範囲の
黄色度指数を有する、請求項１に記載の高密度ポリエチレン組成物。
【請求項８】
　前記第一成分の１００万部につき前記第二成分の１５０から１０００部を含む、請求項
１に記載の高密度ポリエチレン組成物。
【請求項９】
　前記第一成分の１００万部につき前記第二成分の１５０から２００部を含む、請求項１
に記載の高密度ポリエチレン組成物。
【請求項１０】
　前記第一成分の１００万部につき前記第三成分の約１０００部未満を含む、請求項１に
記載の高密度ポリエチレン組成物。
【請求項１１】
　０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンである
第一成分；
　ポリエチレングリコールである第二成分と；
　３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシル
である第三成分と；
から本質的に成る、高密度ポリエチレン組成物であって、
　ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－４未満の黄色度指
数を有する高密度ポリエチレン組成物。
【請求項１２】
　０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンである
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第一成分と；
　ポリエチレングリコールである第二成分と；
　液体３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデ
シルである第三成分と；
の溶融ブレンド反応生成物を含む、高密度ポリエチレン組成物であって、
　ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色
度指数を有する高密度ポリエチレン組成物。
【請求項１３】
　ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色
度指数を有する高密度ポリエチレン組成物を製造するためのプロセスであって、
　　０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンであ
る第一成分を供給する段階と；
　　ポリエチレングリコールである第二成分を供給する段階と；
　　３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシ
ルである第三成分を供給する段階と；
　　前記第二および第三成分を前記第一成分にブレンドし、それによってブレンドを作る
段階；
　　前記ブレンドをペレット化する段階と；
　　それによって前記高密度ポリエチレン組成物のペレットを作る段階と
を含むプロセス。
【請求項１４】
　ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で１０時間の促進老化で約－４未満の黄色度
指数を有する、請求項１３に記載の高密度ポリエチレン組成物を製造するためのプロセス
。
【請求項１５】
　１００℃で０時間の促進老化と１００℃で２時間の促進老化の間での黄色度指数が、（
０．１８Ｘ－４．９４）未満であるか、（０．１８Ｘ－４．９４）であり、前記式中のＸ
が、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従ってオーブン内で１００℃での促進老化時間の数または
分数である、請求項１３に記載の高密度ポリエチレン組成物を製造するためのプロセス。
【請求項１６】
　ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で－４から－６の範囲の
黄色度指数を有する、請求項１３に記載の高密度ポリエチレン組成物を製造するためのプ
ロセス。
【請求項１７】
　前記第一成分の１００万部につき前記第二成分の１５０から１０００部を含む、請求項
１３に記載の高密度ポリエチレン組成物を製造するためのプロセス。
【請求項１８】
　前記第一成分の１００万部につき前記第二成分の１５０から２００部を含む、請求項１
３に記載の高密度ポリエチレン組成物を製造するためのプロセス。
【請求項１９】
　前記第一成分の１００万部につき前記第三成分の約１０００部未満を含む、請求項１３
に記載の高密度ポリエチレン組成物を製造するためのプロセス。
【請求項２０】
　成形された高密度ポリエチレン組成物を含む物品であって、
　　前記組成物が、
　　０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンであ
る第一成分と；
　　ポリエチレングリコールである第二成分と；
　　３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシ
ルである第三成分と；
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を含み；
　　前記高密度ポリエチレン組成物が、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時
間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有する、
物品。
【請求項２１】
　成形された高密度ポリエチレン組成物を含む容器(container device)であって、
　　前記組成物が、
　　０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンであ
る第一成分と；
　　ポリエチレングリコールである第二成分と；
　　３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシ
ルである第三成分と；
を含み；
　　前記高密度ポリエチレン組成物が、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って約－２．５未満
の黄色度指数を有する、
容器。
【請求項２２】
　容器の製造方法であって、
　　高密度ポリエチレン組成物を供給する段階（この場合、
　　　前記組成物は、
　　　０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンで
ある第一成分と；
　　　ポリエチレングリコールである第二成分と；
　　　３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデ
シルである第三成分と；
を含み；
　　　前記高密度ポリエチレン組成物は、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って約－２．５未
満の黄色度指数を有する）と；
　　前記高密度組成物を圧縮成形、射出成形または射出ブロー成形する段階と；
　　それによって前記容器を作る段階と；
を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高密度ポリエチレン組成物、その製造方法、それから製造される物品および
そうした物品の製造方法に関する。
　関連出願の相互参照
【０００２】
　本出願は、「成形用高密度ポリエチレン組成物、およびそれの製造方法（HIGH-DENSIT 
POLYETHYLENE COMPOSITIONS FOR MOLDING, AND METHOD OF MAKING THE SAME）」と題する
２００６年８月２日出願の米国特許仮出願第６０／８３４，９５６号の優先権を主張する
非仮出願であり、前記仮出願の教示は、下文に完全に再現されているかのごとく本明細書
に存する。
【背景技術】
【０００３】
　ポリオレフィン系樹脂は、多種多様な用途に使用される。一般に、そのような樹脂は、
それらの樹脂の分解を防ぐために様々な添加剤、例えば、ＵＶ安定剤および酸化防止剤と
配合される。これらの用途の多くにおいて、これらの樹脂は実質的に透明なままであるこ
とが望ましい。一部の状況では、一般に使用される添加剤の一部がそれらの樹脂の着色増
加（または透明度低下）を引き起こすことが観察された。変色は複雑な現象であり、触媒
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残渣、ビニル末端基および酸化防止剤を含む多くの要因に依存するようである。
【０００４】
　ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０による黄色度指数試験(Yellowness Index test)は、ポリオレ
フィン系樹脂の透明度を判定するために利用することができる。一般に、－３の黄色度指
数が望ましいと考えられる。さらに、保管および上昇温度への暴露によって黄色度指数が
増加することは一般に公知である。従って、低減された黄色度指数によって証明されるよ
うな、そのようなポリオレフィン系樹脂の透明度を改善するための方法、およびそのよう
な改善をある期間にわたって維持するための方法が望まれている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ポリオレフィン系樹脂の開発およびそれらの透明度の改善に関する研究努力にもかかわ
らず、低減された黄色度指数によって証明されるような改善された透明度を有するポリオ
レフィン系樹脂が、依然として必要とされている。さらに、低減された黄色度指数によっ
て証明されるような改善された透明度を有するポリオレフィン系樹脂を製造するための方
法が、依然として必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、高密度ポリエチレン組成物、その製造方法、それから製造される物品、およ
びそのような物品の製造方法である。本発明の高密度ポリエチレン組成物は、第一成分、
第二成分および第三成分を含む。第一成分は、０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範
囲の密度を有する高密度ポリエチレンポリマーである。第二成分は、ポリエチレングリコ
ールであり、第三成分は、３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオン酸オクタデシルである。本発明の高密度ポリエチレン組成物は、ＡＳＴＭ　Ｄ－
６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有する。
本発明の高密度ポリエチレン組成物を製造するためのプロセスは、以下の段階を含む：（
１）０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンポリ
マーである第一成分を供給する段階；（２）ポリエチレングリコールである第二成分を供
給する段階；（３）３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオ
ン酸オクタデシルである第三成分を供給する段階；（４）前記第二および第三成分を前記
第一成分にブレンドし、それによってブレンドを作る段階；（５）前記ブレンドをペレッ
ト化する段階；および（６）それによって、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で
０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有する前記高密度ポリエチレン組成物
のペレットを作る段階。本発明の物品は、上記の本発明の高密度ポリエチレン組成物を含
む。
【０００７】
　一実施形態において、本発明は、０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を
有する高密度ポリエチレンポリマー、ポリエチレングリコール、および３－（３，５－ジ
－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシルを含む、ＡＳＴＭ　
Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有す
る、高密度ポリエチレン組成物を提供する。
【０００８】
　一実施形態において、本発明は、０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を
有する高密度ポリエチレンポリマー、ポリエチレングリコール、および３－（３，５－ジ
－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシルから本質的に成る、
ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度
指数を有する、高密度ポリエチレン組成物を提供する。
【０００９】
　一実施形態において、本発明は、０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を
有する高密度ポリエチレンポリマー、ポリエチレングリコール、および３－（３，５－ジ
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－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシルから成る、ＡＳＴＭ
　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有
する、高密度ポリエチレン組成物を提供する。
【００１０】
　一実施形態において、本発明は、０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を
有する高密度ポリエチレンポリマーと、ポリエチレングリコールと、３－（３，５－ジ－
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシルとの溶融ブレンド反応
生成物を含む、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．
５未満の黄色度指数を有する、高密度ポリエチレン組成物を提供する。
【００１１】
　一実施形態において、本発明は、０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を
有する高密度ポリエチレンポリマーと、ポリエチレングリコールと、３－（３，５－ジ－
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシルとの溶融ブレンド反応
生成物から本質的に成る、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化
で約－２．５未満の黄色度指数を有する、高密度ポリエチレン組成物を提供する。
【００１２】
　一実施形態において、本発明は、０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を
有する高密度ポリエチレンポリマーと、ポリエチレングリコールと、３－（３，５－ジ－
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシルとの溶融ブレンド反応
生成物から成る、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２
．５未満の黄色度指数を有する、高密度ポリエチレン組成物を提供する。
【００１３】
　別の実施形態において、本発明は、（１）０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲
の密度を有する高密度ポリエチレンポリマーを供給する段階；（２）ポリエチレングリコ
ールを供給する段階；（３）３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）
プロピオン酸オクタデシルを供給する段階；（４）前記ポリエチレングリコールおよび３
－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシルを前
記高密度ポリエチレンポリマーにブレンドし、それによってブレンドを作る段階；（５）
前記ブレンドをペレット化する段階；および（６）それによって、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９
０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有する高密度ポ
リエチレン組成物のペレットを作る段階を含む、高密度ポリエチレン組成物を製造するた
めの方法をさらに提供する。
【００１４】
　さらに別の実施形態において、本発明は、高密度ポリエチレン組成物を含む物品を提供
し、この場合、前記高密度ポリエチレン組成物は、０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３

の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンポリマー、ポリエチレングリコール、および３
－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシルを含
み、ならびに前記高密度ポリエチレン組成物は、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００
℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有する。
【００１５】
　さらに別の実施形態において、本発明は、高密度ポリエチレン組成物を含む物品を提供
し、この場合、前記高密度ポリエチレン組成物は、０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３

の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンポリマー、ポリエチレングリコール、および３
－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシルから
本質的に成り、ならびに前記高密度ポリエチレン組成物は、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従
って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有する。
【００１６】
　さらに別の実施形態において、本発明は、高密度ポリエチレン組成物を含む物品を提供
し、この場合、前記高密度ポリエチレン組成物は、０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３

の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンポリマー、ポリエチレングリコール、および３
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－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシルから
成り、ならびに前記高密度ポリエチレン組成物は、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１０
０℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有する。
【００１７】
　さらに別の実施形態において、本発明は、（１）０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３

の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンポリマーとポリエチレングリコールと３－（３
，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシルとを含む高
密度ポリエチレン組成物を供給する段階（この場合、前記高密度ポリエチレン組成物は、
ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度
指数を有する）；（２）前記高密度ポリエチレン組成物を圧縮成形、射出ブロー成形、ま
たは射出成形する段階；（３）それによって物品を形成する段階を含む、物品の製造方法
を提供する。
【００１８】
　別の実施形態において、本発明は、高密度ポリエチレン組成物が、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２
９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－４未満の黄色度指数を有することを除き
、上述の実施形態のいずれかに基づいて、高密度ポリエチレン組成物、その製造方法、そ
れから製造される物品、およびそのような物品の製造方法を提供する。
【００１９】
　別の実施形態において、本発明は、高密度ポリエチレン組成物が、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２
９０に従って１００℃で１０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有すること
を除き、上述の実施形態のいずれかに基づいて、高密度ポリエチレン組成物、その製造方
法、それから製造される物品、およびそのような物品の製造方法を提供する。
【００２０】
　別の実施形態において、本発明は、高密度ポリエチレン組成物が、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２
９０に従って１００℃で２０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有すること
を除き、上述の実施形態のいずれかに基づいて、高密度ポリエチレン組成物、その製造方
法、それから製造される物品、およびそのような物品の製造方法を提供する。
【００２１】
　別の実施形態において、本発明は、高密度ポリエチレン組成物が、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２
９０に従って１００℃で３０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有すること
を除き、上述の実施形態のいずれかに基づいて、高密度ポリエチレン組成物、その製造方
法、それから製造される物品、およびそのような物品の製造方法を提供する。
【００２２】
　別の実施形態において、本発明は、１００℃で０時間の促進老化と１００℃で２時間の
促進老化の間での黄色度指数が、（０．１８Ｘ－４．９４）未満であるか、（０．１８Ｘ
－４．９４）であり、前記式中のＸは、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従ってオーブン内で１
００℃での促進老化時間の数または分数であることを除き、上述の実施形態のいずれかに
基づいて、高密度ポリエチレン組成物、その製造方法、それから製造される物品、および
そのような物品の製造方法を提供する。
【００２３】
　別の実施形態において、本発明は、高密度ポリエチレン組成物が、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２
９０に従って１００℃で０時間の促進老化で－４から－６の範囲の黄色度指数を有するこ
とを除き、上述の実施形態のいずれかに基づいて、高密度ポリエチレン組成物、その製造
方法、それから製造される物品、およびそのような物品の製造方法を提供する。
【００２４】
　別の実施形態において、本発明は、高密度ポリエチレン組成物が、その高密度ポリエチ
レンの１００万部につきポリエチレングリコールの１５０から１０００重量部を含むこと
を除き、上述の実施形態のいずれかに基づいて、高密度ポリエチレン組成物、その製造方
法、それから製造される物品、およびそのような物品の製造方法を提供する。
【００２５】
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　別の実施形態において、本発明は、高密度ポリエチレン組成物が、その高密度ポリエチ
レンの１００万部につきポリエチレングリコールの１５０から２００重量部を含むことを
除き、上述の実施形態のいずれかに基づいて、高密度ポリエチレン組成物、その製造方法
、それから製造される物品、およびそのような物品の製造方法を提供する。
【００２６】
　別の実施形態において、本発明は、高密度ポリエチレン組成物が、その高密度ポリエチ
レンの１００万部につき３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロ
ピオン酸オクタデシルの約１０００重量部未満を含むことを除き、上述の実施形態のいず
れかに基づいて、高密度ポリエチレン組成物、その製造方法、それから製造される物品、
およびそのような物品の製造方法を提供する。
【００２７】
　別の実施形態において、本発明は、高密度ポリエチレン組成物が、その高密度ポリエチ
レンの１００万部につき３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロ
ピオン酸オクタデシルの約６５０重量部未満を含むことを除き、上述の実施形態のいずれ
かに基づいて、高密度ポリエチレン組成物、その製造方法、それから製造される物品、お
よびそのような物品の製造方法を提供する。
【００２８】
　別の実施形態において、本発明は、高密度ポリエチレン組成物が、その高密度ポリエチ
レンの１００万部につき３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロ
ピオン酸オクタデシルの約５００重量部未満を含むことを除き、上述の実施形態のいずれ
かに基づいて、高密度ポリエチレン組成物、その製造方法、それから製造される物品、お
よびそのような物品の製造方法を提供する。
【００２９】
　さらに別の実施形態において、本発明は、物品がボトルであることを除き、上述の実施
形態のいずれかに基づいて、物品および物品の製造方法を提供する。
【００３０】
　さらに別の実施形態において、本発明は、物品が圧縮成形品、射出成形品または射出ブ
ロー成形品であることを除き、上述の実施形態のいずれかに基づいて、物品および物品の
製造方法を提供する。
【００３１】
　本発明を例証するために、現在好ましい形態を図面で示すが、本発明は示されているま
さにその配置および手段に限定されないと理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の高密度ポリエチレン組成物の製造プロセスを示すブロック図である。
【図２】黄色度指数と１００℃での促進老化との関係を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本発明は、高密度ポリエチレン組成物、その製造方法、それから製造される物品、およ
びそのような物品の製造方法である。本発明の高密度ポリエチレン組成物は、第一成分、
第二成分および第三成分を含む。第一成分は、０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範
囲の密度を有する高密度ポリエチレンポリマーである。第二成分は、ポリエチレングリコ
ールであり、第三成分は、３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオン酸オクタデシルである。本発明の高密度ポリエチレン組成物は、ＡＳＴＭ　Ｄ－
６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有する。
本発明の高密度ポリエチレン組成物を製造するためのプロセスは、以下の段階を含む：（
１）０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する高密度ポリエチレンポリ
マーである第一成分を供給する段階；（２）ポリエチレングリコールである第二成分を供
給する段階；（３）３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオ
ン酸オクタデシルである第三成分を供給する段階；（４）前記第二および第三成分を前記
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第一成分にブレンドし、それによってブレンドを作る段階；（５）前記ブレンドをペレッ
ト化する段階；および（６）それによって、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で
０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有する前記高密度ポリエチレン組成物
のペレットを作る段階。
【００３４】
　用語「ポリマー」は、本明細書では、ホモポリマー、共重合体もしくはコポリマー、ま
たはターポリマーを示すために用いる。用語「ポリマー」は、本明細書において用いる場
合、共重合体またはコポリマー、例えば、１つまたはそれ以上のＣ３－Ｃ２０アルファ－
オレフィンの存在下でのエチレンの重合によって製造されるものなども含む。
【００３５】
　用語「共重合体」は、本明細書において用いる場合、少なくとも２つの異なるタイプの
モノマーの重合によって作製されるポリマーを指す。従って、この一般用語の共重合体は
、２つの異なるタイプのモノマーから作製されるポリマーを指すために通常は用いられる
コポリマー、および２つより多くの異なるタイプのモノマーから作製されるポリマーを含
む。
【００３６】
　前記第一の成分は、任意のポリマー、例えばポリオレフィン、であり得る。例示的なポ
リオレフィンとしては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリイソブチレン、ポリブタジ
エン、ポリイソプレン、シクロペンテン、およびノルボルネンが挙げられるが、これらに
限定されない。前記第一成分は、好ましくは、エチレンポリマーであり得る。例示的なエ
チレンポリマーとしては、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤ
ＰＥ）、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、均一に分岐した線状のまたは実質的に
線状の低密度ポリエチレン、および不均一に分岐した線状の低密度ポリエチレンが挙げら
れるが、これらに限定されない。第一成分は、例えば、高密度ポリエチレンであり得る。
前記第一成分は、任意の密度を有することができ、例えば、前記第一成分は、０．９４０
から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する。０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３

のすべての個々の値およびサブレンジが本明細書に含まれ、それらを本明細書において開
示する。例えば、密度は、０．９４１ｇ／ｃｍ３、０．９４３ｇ／ｃｍ３、０．９５１ｇ
／ｃｍ３、０．９５３ｇ／ｃｍ３、０．９６１ｇ／ｃｍ３または０．９７１ｇ／ｃｍ３の
下限から、０．９５１ｇ／ｃｍ３、０．９５３ｇ／ｃｍ３、０．９６１ｇ／ｃｍ３、０．
９６３ｇ／ｃｍ３または０．９７３ｇ／ｃｍ３の上限までであり得る。例えば、前記第一
成分は、０．９５０から０．９７０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有することができ、または
代案では、前記第一成分は、０．９５０から０．９６５ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する
。前記第一成分は、任意のメルトインデックス（Ｉ２１）を有することができ；例えば、
前記第一成分は、０．５から１０００ｇ／１０分の範囲のメルトインデックス（Ｉ２）を
有することができる。０．５から１０００ｇ／１０分のすべての個々の値およびサブレン
ジが本明細書に含まれ、それらを本明細書において開示する。例えば、前記メルトインデ
ックス（Ｉ２）は、０．５ｇ／１０分、１ｇ／１０分または５ｇ／１０分の下限から、１
５０ｇ／１０分、２００ｇ／１０分、３００ｇ／１０分または４００ｇ／１０分の上限ま
でであり得る。例えば、前記第一成分は、５から１５０ｇ／１０分の範囲のメルトインデ
ックス（Ｉ２）を有することができ；または代案では、前記第一成分は、１０から１５０
ｇ／１０分の範囲のメルトインデックス（Ｉ２）を有することができる。前記第一成分は
、１つまたはそれ以上のアルファ－オレフィンコモノマーの任意の量を含むことができ、
例えば、前記第一成分は、その第一成分の重量に基づき、１つまたはそれ以上のアルファ
－オレフィンコモノマーに由来するユニットを約１０重量パーセント未満含むことができ
る。１０重量パーセント未満のすべての個々の値およびサブレンジが本明細書に含まれ、
それらを本明細書において開示する。前記第一成分は、エチレンに由来するユニットの任
意の量を含むことができ、例えば、前記第一成分は、その第一成分の重量に基づき、エチ
レンに由来するユニットを少なくとも約９０重量パーセント含むことができる。９０重量
パーセントより上のすべての個々の値およびサブレンジが本明細書に含まれ、それらを本
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明細書において開示する。
【００３７】
　エチレンまたは別のベースモノマーと共に重合するために有用な、適するコモノマーと
しては、エチレン不飽和モノマー、共役または非共役ジエンおよびポリエンが挙げられる
が、これらに限定されない。そのようなコモノマーの例としては、Ｃ３－Ｃ２０　α－オ
レフィンコモノマー、例えば、プロピレン、イソブチレン、１－ブテン、１－ヘキセン、
４－メチル－１－ペンテン、１－ヘプテン、１－オクテン、１－ノネン、１－デセンが挙
げられるが、これらに限定されない。好ましいコモノマーとしては、プロピレン、１－ブ
テン、１－ヘキセン、４－メチル－１－ペンテンおよび１－オクテンが挙げられ、１－ヘ
キセンが特に好ましい。他の適するモノマーとしては、スチレン、ハロ置換またはアルキ
ル置換スチレン、テトラフルオロエチレン、ビニルベンゾシクロブタン、ブタジエン、イ
ソプレン、ペンタジエン、ヘキサジエン、オクタジエン、ならびにシクロアルケン、例え
ばシクロペンテン、シクロヘキセンおよびシクロオクテンが挙げられる。典型的に、エチ
レンは、１つまたはそれ以上のＣ３－Ｃ２０　α－オレフィンと共重合させる。前記高密
度ポリエチレンは、１つまたはそれ以上のＣ３－Ｃ２０　α－オレフィンコモノマーの存
在下でエチレンを重合させるコポリマーである。
【００３８】
　前記第二成分は、好ましくは任意のポリエチレングリコールである。例えば、前記第二
成分は、アルファ－ヒドロ－オメガ－ヒドロキシポリ（オキシ－１，２－エタンジイル）
である。前記第二成分は、例えば、次の式を有することができる：
【化１】

【００３９】
　本高密度ポリエチレン組成物は、前記第一成分の１００万重量部につき前記第二成分の
１５０から１０００重量部を含む。前記第一成分の１００万重量部につき前記第二成分の
１５０から１０００重量部のすべての個々の値およびサブレンジが本明細書に含まれ、そ
れらを本明細書において開示する。例えば、本高密度ポリエチレン組成物は、前記第一成
分の１００万重量部につき前記第二成分の１５０から２００重量部を含む。そのようなポ
リエチレングリコールは、米国、ミシガン州のＴｈｅ　Ｄｏｗ（商標）Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ｃｏｍｐａｎｙから商品名Ｃａｒｂｏｗａｘ（商標）４００、ＣＡＳ　ＮＯ．：２５３
２２－６２－３で市販されている。
【００４０】
　前記第三成分は、いずれのフェノール系化合物であってもよく、例えば、前記第二成分
は、酸化防止剤である。例えば、前記第一成分は、次の式を有する３－（３，５－ジ－ｔ
－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸オクタデシルであり得る：

【化２】

【００４１】
　本高密度ポリエチレン組成物は、前記第一成分の１００万重量部につき前記第三成分の
約１０００重量部未満を含む。前記第一成分の１００万部につき前記第三成分の１０００
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部未満のすべての個々の値およびサブレンジが本明細書に含まれ、それらを本明細書にお
いて開示する。例えば、本高密度ポリエチレン組成物は、前記第一成分の１００万重量部
につき前記第三成分の６５０重量部未満を含み；または代案では、本高密度ポリエチレン
組成物は、前記第一成分の１００万重量部につき前記第三成分の５００重量部未満を含み
；または代案では、本高密度ポリエチレン組成物は、前記第一成分の１００万重量部につ
き前記第三成分の１００重量部未満を含む。そのような酸化防止剤は、米国、ニューヨー
ク州のＣｉｂａ（商標）Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ．から商品名
Ｉｒｇａｎｏｘ（商標）１０７６、ＣＡＳ　ＮＯ．：２０８２－７９－３で市販されてい
る。
【００４２】
　本高密度ポリエチレン組成物は、追加成分、例えば他のポリマー、または添加剤をさら
に含むことがある。そのような添加剤としては、静電防止剤、増色剤、染料、潤滑剤、フ
ィラー、顔料、一次酸化防止剤、二次酸化防止剤、加工助剤、ＵＶ安定剤、核剤、フィラ
ー、スリップ剤、難燃剤、可塑剤、安定剤、煙防止剤、粘度調節剤、架橋剤、触媒、気泡
増進剤、粘着防止剤、およびこれらの組み合わせが挙げられるが、それらに限定されない
。本高密度ポリエチレン組成物は、１つまたはそれ以上の添加剤の任意の量を含有し得る
。例えば、本高密度ポリエチレン組成物は、その高密度ポリエチレン組成物の重量に基づ
き、追加の添加剤を総合重量で約１０パーセント未満から含むことができる。約１０重量
パーセント未満からのすべての個々の値およびサブレンジが本明細書に含まれ、それらを
本明細書において開示する。例えば、本高密度ポリエチレン組成物は、その高密度ポリエ
チレン組成物の重量に基づき、追加の添加剤を総合重量で約５パーセント未満から含むこ
とができる。本高密度ポリエチレン組成物は、任意の密度を有し、例えば、本高密度ポリ
エチレン組成物は、０．９４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する。０．９
４０から０．９８０ｇ／ｃｍ３のすべての個々の値およびサブレンジが本明細書に含まれ
、それらを本明細書において開示する。例えば、密度は、０．９４１ｇ／ｃｍ３、０．９
４３ｇ／ｃｍ３、０．９５１ｇ／ｃｍ３、０．９５３ｇ／ｃｍ３、０．９６１ｇ／ｃｍ３

または０．９７１ｇ／ｃｍ３の下限から、０．９５１ｇ／ｃｍ３、０．９５３ｇ／ｃｍ３

、０．９６１ｇ／ｃｍ３、０．９６３ｇ／ｃｍ３または０．９７３ｇ／ｃｍ３の上限まで
であり得る。例えば、本高密度ポリエチレン組成物は、０．９５０から０．９７０ｇ／ｃ
ｍ３の範囲の密度を有することができ、または代案では、本高密度ポリエチレン組成物は
、０．９５０から０．９６５ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有することができる。本高密度ポ
リエチレン組成物は、任意のメルトインデックス（Ｉ２１）を有することができ；例えば
、本高密度ポリエチレン組成物は、０．５から１０００ｇ／１０分の範囲のメルトインデ
ックス（Ｉ２）を有することができる。０．５から１０００ｇ／１０分のすべての個々の
値およびサブレンジが本明細書に含まれ、それらを本明細書において開示する。例えば、
前記メルトインデックス（Ｉ２）は、０．５ｇ／１０分、１ｇ／１０分または５ｇ／１０
分の下限から、１５０ｇ／１０分、２００ｇ／１０分、３００ｇ／１０分または４００ｇ
／１０分の上限までであり得る。例えば、本高密度ポリエチレン組成物は、５から１５０
ｇ／１０分の範囲のメルトインデックス（Ｉ２）を有することができ；または代案では、
本高密度ポリエチレン組成物は、１０から１５０ｇ／１０分の範囲のメルトインデックス
（Ｉ２）を有することができる。本高密度ポリエチレン組成物は、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９
０による任意の黄色度指数を有することができ；例えば、本高密度ポリエチレン組成物は
、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色
度指数を有することでき；または代案では、本高密度ポリエチレン組成物は、ＡＳＴＭ　
Ｄ－６２９０に従って１００℃で１０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有
することができ；または代案では、本高密度ポリエチレン組成物は、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２
９０に従って１００℃で２０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有すること
ができ；または代案では、本高密度ポリエチレン組成物は、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従
って１００℃で３０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有することができ；
または代案では、本高密度ポリエチレン組成物は、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１０
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０℃で１０時間の促進老化で約－２．５未満の黄色度指数を有することができ；または代
案では、本高密度ポリエチレン組成物は、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０
時間の促進老化と１００℃で２時間の促進老化の間で（０．１８Ｘ－４．９４）未満であ
るまたは（０．１８Ｘ－４．９４）である任意の黄色度指数を有することができ、この場
合のＸは、１００℃での促進老化時間の数または分数である。
【００４３】
　高密度ポリエチレンである前記第一成分を生成するために、種々の触媒系を利用するい
ずれの従来のエチレンホモ重合または共重合反応を利用してもよい。そのような従来のエ
チレンホモ重合または共重合反応としては、従来の反応器、例えば気相反応器、ループ反
応器、攪拌タンク反応器およびバッチ反応器、を直列でまたは並列で使用する、気相重合
、スラリー相重合、液相重合およびこれらの組み合わせが挙げられるが、それらに限定さ
れない。本高密度ポリエチレン組成物は、好ましくは、気相重合または共重合、特に、チ
タン酸クロム触媒、例えば欧州特許第０６４０６２５号に記載されているものを使用して
行う気相重合または共重合、によって製造されるが、本発明はそれらに限定されない。
【００４４】
　典型的な有用な触媒は、高表面積耐火性酸化物支持体に担持されたクロム（ＶＩ）化合
物（典型的には、その酸化物）から成る。一般に、前記支持体は、非晶質微小球状シリカ
、シリカアルミナ、シリカチタニアまたはアルミノホスフェートである。前記支持体は、
典型的に、噴霧乾燥または沈降法によって製造される。噴霧乾燥によって作製された支持
体は、沈降させた支持体より典型的に狭い粒径分布を有するが、いずれのタイプの支持体
も、最終支持体粒径をさらに調節するために公知技術を用いて後でサイズを整えることが
できる。前記触媒は、乾燥した酸素含有雰囲気中、４００から１０００℃の温度で、クロ
ム含有支持体を活性化することによって作製する。一般に、その活性化前に、変性材料、
例えばチタンおよびフッ化物を添加する。
【００４５】
　一般に、触媒は、クロム源が添加された市販のシリカを使用して作製する。Ｃｒ化合物
を付着させた後、またはこの付着の前のいずれかに、シリカ支持体をチタンエステル、例
えばチタンテトライソプロピラートまたはチタンテトラエトキシド、で処理することがで
きる。その支持体を、一般に、約１５０から２００℃で予備乾燥して、物理的に吸着して
いる水を除去する。前記チタン酸エステルは、イソペンタン溶剤中のシリカのスラリーに
溶液として添加してもよいし、または支持体の流動層に直接添加してもよい。スラリー形
態で添加する場合、そのスラリを乾燥させる。一般に、Ｃｒ＋６に転化することができる
前記Ｃｒ化合物は、既にその支持体に添加されている。その後、１０００℃までの温度で
の空気中でのか焼により、その支持体を活性触媒に転化させる。
【００４６】
　活性化中に前記チタンは幾つかのタイプの表面酸化物に転化される。前記クロム化合物
（一般に、酢酸クロム（ＩＩＩ））は、何らかのＣｒ＋６酸化物に転化される。その活性
化プロセス中にフッ素化剤を添加してその支持体中の一部の気孔を選択的につぶし、それ
によってその触媒の分子量応答を変更することもできる。その活性化された触媒を、使用
前に、還元剤、例えば、流動層中の一酸化炭素または他の還元剤、例えば、アルミニウム
アルキル、ホウ素アルキル、リチウムアルキルで処理してもよい。
【００４７】
　このタイプ触媒は、非常に多数の特許、例えば、国際特許出願第ＷＯ２００４０９４４
８９号、欧州特許第０６４０６２５号、米国特許第４１００１０５号およびこれらの参考
文献に引用されている参考文献に記載されている。これらの参考文献のそれぞれは、その
全体が参照により本明細書に取り入れられている。触媒、例えばＣｒ＋６成分も含有する
、米国特許第６０２２９３３号（これも、その全体が参照により本明細書に取り入れられ
ている）に記載されているものは、本発明においてさらに有用である。
【００４８】
　なお、塩化マグネシウムに担持された遷移金属ハロゲン化物によって代表されるチーグ
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ラー型触媒は、例えば金型汚れおよび腐食を引き起こすことにより樹脂着色を増加させ得
るハロゲン、特に塩化物、の有意な量を含有する。チーグラー型触媒では、様々な添加剤
、例えば、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸亜鉛、酸化亜鉛によって、ハロゲン種
を封鎖するまたは不活性にする必要がある。これらの触媒系は、触媒残渣に結合する、有
意な量の有機種も含有する。チーグラー型触媒系によって生成されるポリマーには、その
触媒系の有機残渣および任意の反応性ハロゲン含有化合物（例えば、遊離ＴｉＣｌＸであ
る）と反応させるために、およびこれらの材料をそのポリマーからパージすることまたは
これらの材料が他のスカベンジャーと反応することができるように、使用前に水を添加す
ることが多い。チーグラー型触媒系への水の添加は、塩化チタンの加水分解により、酸性
種、例えば塩酸を生成することがあり、前記塩化チタンは、その樹脂からパージしなけれ
ば、または樹脂内での反応により封鎖しなければ、その樹脂内でさらに反応することがあ
る。
【００４９】
　クロム系触媒の固有の特徴は、（ポリマー中に含まれている）それらの残渣が本質的に
ハロゲンを含有しない、特に、金属ハロゲン化物を含有しないことである。クロム系触媒
の触媒残渣としては、それぞれの触媒および対応する触媒分解生成物が挙げられる。クロ
ム系触媒系について、触媒残渣は、典型的に、２から１０ｐｐｍの量で存在する（重量で
の全ＣｒおよびＴｉ）。本質的に金属ハロゲン化物を含有しない他の触媒系も本発明にお
いて有用である。それらの触媒残渣にも、湿分または酸素と反応し得るＨＣｌが本質的に
一切ない。
【００５０】
　本発明は、重合または共重合触媒が、クロム化合物、特にクロム化合物とチタン化合物
の両方、を含有するとき、樹脂着色を減少させるために特に有用である。
【００５１】
　図１を参照して、製造の際、クロム系触媒、エチレン、水素、ならびに場合によっては
不活性ガスおよび／または液体、例えばＮ２、イソペンタン、ヘキサンを反応器に連続的
に供給して、エチレンポリマーの重合を助長する。次に、そのエチレンポリマーを不活性
雰囲気条件下でパージビンに移送し、その後、中間貯蔵ビンに移送する。その後、前記第
一成分であるエチレンポリマーを押出機に移送して、ペレット化する。ペレット化前に、
第二および第三成分をその押出機に添加し、エチレンポリマーである前記第一成分に溶融
ブレンドする。前記第三成分は、好ましくは、液体形態である。そのようなペレット化技
術は、一般に公知である。本高密度ポリエチレン組成物は、さらに溶融選別することがで
きる。押出機内での溶融プロセスの後、それぞれの活性スクリーンが２から４００（２か
ら４×１０－５ｍ）、好ましくは２から３００（２から３×１０－５ｍ）、および最も好
ましくは２から７０（２から７×１０－６ｍ）のマイクロメートル保持サイズを有する１
つまたはそれ以上の活性スクリーン（１列より多くの列で配置）に、５から１００　ｌｂ
／時／ｉｎ２（１．０から約２０ｋｇ／秒／ｍ２）の質量流束で、溶融組成物を通す。こ
のようなさらなる溶融選別は、米国特許第６，４８５，６６２号に開示され、これは、そ
れが溶融選別を開示している範囲を参照することにより、本明細書に取り入れられている
。
【００５２】
　図１を参照して、代替製造では、クロム系触媒、エチレン、場合によっては１つまたは
それ以上のアルファ－オレフィンコモノマー、水素、ならびに場合によっては不活性ガス
および／または液体、例えば、Ｎ２、イソペンタン、ヘキサンを反応容器に連続的に供給
して、１つまたはそれ以上のアルファ－オレフィンコモノマーの存在下でのエチレンの重
合を助長する。次に、そのエチレンポリマーを不活性雰囲気条件下でパージビンに移送し
、その後、中間貯蔵ビンに移送する。その後、前記第一成分であるエチレンポリマーを押
出機に移送して、ペレット化する。ペレット化前に、第二および第三成分をその押出機に
添加し、エチレンポリマーである前記第一成分に溶融ブレンドする。前記第三成分は、好
ましくは、液体形態である。そのようなペレット化技術は、一般に公知である。本高密度
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ポリエチレン組成物は、さらに溶融選別することができる。押出機内での溶融プロセスの
後、それぞれの活性スクリーンが２から４００（２から４×１０－５ｍ）、好ましくは２
から３００（２から３×１０－５ｍ）、および最も好ましくは２から７０（２から７×１
０－６ｍ）のマイクロメートル保持サイズを有する１つまたはそれ以上の活性スクリーン
（１列より多くの列で配置）に、５から１００　ｌｂ／時／ｉｎ２（１．０から約２０ｋ
ｇ／秒／ｍ２）の質量流束で、溶融組成物を通す。このようなさらなる溶融選別は、米国
特許第６，４８５，６６２号に開示され、これは、それが溶融選別を開示している範囲を
参照することにより、本明細書に取り入れられている。
【００５３】
　前記第二成分は、任意の方法によって、前記第一成分に添加し、ブレンドすることがで
きる。好ましくは、前記第二成分を（ミキサーまたは押出機）ミキサーシステム、例えば
押出機またはペレット成形機、に直接添加し、前記第一成分にブレンドする。前記第二成
分を、例えば注入口を通して押出機に沿って、前記第一成分に直接添加し、その後、その
第一成分にブレンドすることができる。代案では、前記第二成分を第一成分と共に押出機
の供給口に添加し、その後、その第一成分にブレンドすることができる。
【００５４】
　前記第三成分は、任意の方法によって、前記第一成分に添加し、ブレンドすることがで
きる。好ましくは、前記第三成分を液体としてミキサーシステム、例えば押出機またはペ
レット成形機、に直接添加し、前記第一成分にブレンドする。前記第三成分を、例えば注
入口を通して押出機に沿って、前記第一成分に直接添加し、その後、その第一成分にブレ
ンドすることができる。代案では、前記第三成分を第一成分と共に押出機の供給口に添加
し、その後、その第一成分にブレンドすることができる。
【００５５】
　好ましくは、本発明の高密度ポリエチレン組成物には、任意のＨＣＡ（３－（３，５－
ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン酸）が本質的になく、ＨＣＡは、加
工の面での困難、例えば金型ベント内へのこの化合物の残留集積を招くことがあり、なら
びに最終樹脂特性、例えば味および臭気特性、にマイナス影響を及ぼすことがある。
【００５６】
　本発明の高密度ポリエチレン組成物を使用して、容器などの物品、例えば、牛乳びん、
ジュースのびん、水用ボトルおよび飲料用ボトルを製造することができる。
【００５７】
　種々の技術を利用して、そのような容器を製造することができる。そのような技術とし
ては、射出ブロー成形、ブロー成形、共押出ブロー成形、射出成形、射出延伸ブロー成形
、圧縮成形、押出、引抜成形、および圧延が挙げられるが、これらに限定されない。その
ような技術は、一般に周知である。好ましい転化技術としては、射出ブロー成形、圧縮成
形および射出成形が挙げられる。本発明の高密度ポリエチレン組成物を含む容器は、低減
された黄色度指数によって証明される改善された透明度を示す。本発明の物品は、ＡＳＴ
Ｍ　Ｄ－６２９０による任意の黄色度指数を有することができ；例えば、本発明の物品は
、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化で約－２．５未満の任意
の黄色度指数を有することができ；または代案では、本発明の物品は、ＡＳＴＭ　Ｄ－６
２９０に従って１００℃で１０時間の促進老化で約－２．５未満の任意の黄色度指数を有
することができ；または代案では、本発明の物品は、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１
００℃で２０時間の促進老化で約－２．５未満の任意の黄色度指数を有することができ；
または代案では、本発明の物品は、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で３０時間
の促進老化で約－２．５未満の任意の黄色度指数を有することができ；または代案では、
本発明の物品は、ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で１０時間の促進老化で約－
２．５未満の任意の黄色度指数を有することができ；または代案では、本発明の物品は、
ＡＳＴＭ　Ｄ－６２９０に従って１００℃で０時間の促進老化と１００℃で２時間の促進
老化の間で（０．１８Ｘ－４．９４）未満であるまたは（０．１８Ｘ－４．９４）である
任意の黄色度指数を有することができ、この場合のＸは、オーブン内で１００℃での促進
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老化時間の数または分数である。
【００５８】
試験方法
　試験方法としては、次のものが挙げられる：
【００５９】
　密度は、イソプロパノール中で、ＡＳＴＭ　Ｄ－７９２－０３、方法Ｂに従って測定し
た。
【００６０】
　メルトインデックス（Ｉ２１）は、サンプルを７分ではなく５分間予熱したことを除き
、ＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８－０３に従って２１．６ｋｇの荷重下、１９０℃で測定した。
【００６１】
　黄色度指数は、ＢＹＫ－Ｇａｒｄｎｅｒ　Ｃｏｌｏｒｖｉｅｗ装置を使用して、ＡＳＴ
Ｍ　Ｄ－６２９０に従って測定した。正の数は、より高い黄色度である樹脂を指し、負が
大きい数ほど低い黄色度を示す。
【実施例】
【００６２】
　以下の実施例は、本発明の例示的実施形態を例証するものであり、本発明の範囲を限定
するためのものではない。本発明の実施例により、本発明の高密度ポリエチレン組成物が
、低減された黄色度指数を達成するだけでなく、そのような低減された黄色度指数を、促
進老化に付された後でさえ維持することも立証される。
【実施例１】
【００６３】
　実施例１は、次の手順に従って調製した：気相反応器を用意した。エチレン、水素、ク
ロム系触媒、Ｎ２、イソペンタンおよびヘキサンを連続的にその反応器に供給した。気相
反応器で重合反応を行い、それによって第一成分を生成した。この第一成分は、約０．９
６１ｇ／ｃｍ３の密度および約０．８ｇ／１０分のメルトインデックス（Ｉ２）を有する
、米国、ミシガン州のＴｈｅ　Ｄｏｗ（商標）Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商
品名Ｕｎｉｖａｌ（商標）ＤＭＤＡ－６４００　ＮＴ　７で市販もされている、高密度ポ
リエチレンホモポリマーである。その第一成分を不活性雰囲気条件下でパージビンに連続
的に移送し、その後、中間貯蔵ビンに移送した。その後、その第一成分を押出機に移送し
てペレット化した。ペレット化前に、表Ｉに示すようにＣａｒｂｏｗａｘ（商標）４００
およびＩｒｇａｎｏｘ（商標）１０７６（液体形態）である第二および第三成分を、その
押出機に、注入口を通してその押出機に沿って添加し、前記エチレンポリマーである第一
成分にブレンドした。ダイプレートを通してそのポリマーを押出し、ペレット化し、冷却
した。実施例１の樹脂をそれらの特性について試験した。そうした特性を表ＩＩおよび図
２に示す。
【００６４】
（比較例Ａ）
　比較例Ａは、次の手順に従って調製した：気相反応器を用意した。エチレン、水素、ク
ロム系触媒、Ｎ２、イソペンタンおよびヘキサンを連続的に反応器に供給した。気相反応
器で重合反応を行い、それによって第一成分を生成した。この第一成分は、約０．９６１
ｇ／ｃｍ３の密度および約０．８ｇ／１０分のメルトインデックス（Ｉ２）を有する高密
度ポリエチレンホモポリマーである。その第一成分を不活性雰囲気条件下でパージビンに
連続的に移送し、その後、中間貯蔵ビンに移送した。その後、その第一成分を押出機に移
送してペレット化した。ペレット化前に、表ＩＩに示すようにＣａｒｂｏｗａｘ（商標）
４００およびＩｒｇａｎｏｘ（商標）１０１０を、その押出機に、注入口を通してその押
出機に沿って添加し、前記エチレンポリマーである第一成分にブレンドした。ダイプレー
トを通してそのポリマーを押出し、ペレット化し、冷却した。比較例Ａの樹脂をそれらの
特性について試験した。そうした特性を表ＩＩおよび図２に示す。
【００６５】
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（比較例Ｂ）
　比較例Ｂは、次の手順に従って調製した：気相反応器を用意した。エチレン、水素、ク
ロム系触媒、Ｎ２、イソペンタンおよびヘキサンを連続的に反応器に供給した。気相反応
器で重合反応を行い、それによって第一成分を生成した。この第一成分は、約０．９６１
ｇ／ｃｍ３の密度および約０．８ｇ／１０分のメルトインデックス（Ｉ２）を有する、米
国、ミシガン州のＴｈｅ　Ｄｏｗ（商標）Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商品名
Ｕｎｉｖａｌ（商標）ＤＭＤＨ－６４００　ＮＴ　７で市販もされている、高密度ポリエ
チレンホモポリマーである。その第一成分を不活性雰囲気条件下でパージビンに連続的に
移送し、その後、中間貯蔵ビンに移送した。その後、その第一成分を押出機に移送してペ
レット化した。ペレット化前に、表Ｉに示すようにＩｒｇａｎｏｘ（商標）１０１０を、
その押出機に、注入口を通してその押出機に沿って添加し、前記エチレンポリマーである
第一成分にブレンドした。ダイプレートを通してそのポリマーを押出し、ペレット化し、
冷却した。比較例Ｂの樹脂をそれらの特性について試験した。そうした特性を表ＩＩおよ
び図２に示す。
【００６６】
【表１】

【００６７】
【表２】
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